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は じ め に

　Severe acute respiratory syndrome coronavirus 2

（SARS-CoV-2）を原因ウイルスとする Coronavirus 

disease 2019（COVID-19）が 2020 年 1 月に中国・

武漢においてアウトブレイクし、世界中へと拡

散した。COVID-19 感染拡大予防のため非接触や

ソーシャルディスタンスが社会活動全般において

求められたことで、我が国の高等教育機関の多く

は非対面を余儀なくされることとなり、講義や

実習を含む多くの授業がオンライン化されるこ

ととなった 1）。医療系大学も例外ではなく、2021

年 10 月現在でも、多くの大学においてオンライ

ン授業やハイブリッド授業が継続されている状況

にある。従来オンライン授業は時間や場所を問わ

ずに受講可能な点で有利とされる一方、双方向性

のコミュニケーション確保が困難である点におい

て学習意欲や非言語技術スキル修得に係る課題が

指摘されてきた 2）3）。文部科学省が実施した「新型

コロナウイルス感染症の影響による学生等の学生

生活に関する調査」によると、2020 年度後期履修

授業の内、オンライン授業がほとんどまたは全て

だったと回答した学生は全体の 6 割を占め、全体

的な満足度としては不満に感じる割合より満足に

感じる割合が多いものの、4 割を超える学生が理

解のしにくさや、人との関わりがない等、教育

の質に関わる課題を回答したことが報告されて

いる 4）。医療系学生は患者応対や多職種連携の点

から、人との関わりは不可欠であり、COVID-19

によるソーシャルディスタンスやオンライン授業
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が医療系学生教育に影響を及ぼしている場合、影

響評価結果を基に、教育的介入や学習支援等の対

策を検討することが必要となる。これまでに報告

されている COVID-19 パンデミック下における学

生への影響評価では、Juan Gao らは看護学生を対

象とした調査において、看護学生の多くが PTSD

や不眠等の精神症状を訴えた一方、うつ病や不安、

ストレス等の精神症状を訴える学生はほぼ認めら

れなかったことを報告 5）しているものの、パーソ

ナリティ変化や精神的ストレス評価が主体であ

り、学生自身が懸念している「他者との関わりの

欠如」による影響について、定量的なスキル評価

を行った調査は報告されていない。そこで本研究

では、COVID-19 によるソーシャルディスタンス

やオンライン授業が臨床検査を専攻する学生に及

ぼした影響について、基礎資料を得るべく、ソー

シャルスキルテストを実施し、COVID-19 感染拡

大前の入学者との比較を行ったので報告する。

I．方 法

1．調査対象

　弘前大学医学部保健学科検査技術科学専攻 1

年次学生を調査対象とした。調査期間と人数は

2019 年度入学生（男性 10 名、女性 30 名、計 40

名）、2020 年度入学生（男性 13 名、女性 27 名、

計 40 名）の 3 ヵ年（計 80 名）であり、2019 年度

入学生を COVID-19 アウトブレイク前の対面

授業群（Pre COVID-19 群）、2020 年度入学生を

COVID-19 アウトブレイク下でのオンライン授業

群（COVID-19 群）とした。

2．パーソナリティ調査法

　調査対象者の性格特性によるバイアスの有無を

検討するため、自己質問式 Big Five パーソナリ

ティテストを大学入学初年次に実施した。自己質

問式 Big Five パーソナリティテストには、Soto. J. 

C. らが開発した The Big Five Inventory–2（THE-

BFI-2）の簡易版 THE-BFI-2-S を使用した 6）。表

1-1 に THE-BFI-2-S の質問項目リストを、表 1-2

に Big Five パーソナリティ項目が表す特性を示

す。Big Five 診断 ･ 細目診断において、質問項目

はプラス因子とマイナス因子とによって構成され

る。全 30 項目の質問に対して、「全く当てはまら

ない（1 点）」、「あまり当てはまらない（2 点）」、「ど

ちらとも言えない（3 点）」、「やや当てはまる（4

点）」、「とても当てはまる（5 点）」のいずれかを選

択回答させ、Big Five パーソナリティ項目と細目

毎のスコアを算出した。得られたスコアは t-test

または Mann-Whitney U test により統計学的検定

を行い、危険率 5% 未満（p ＜ .05）を有意差有り

とした。統計ソフトは GNU PSPP1.5 を使用した。

3．ソーシャルスキル調査法

　調査対象者の大学入学初年次のソーシャルスキ

ルレベルを検討するため、自己質問式ソーシャ

ルスキルテストを 3 回（入学年度 10 月、12 月、2

月）実施した。自己質問式ソーシャルスキルテス

トには菊池 7）8）が開発した Kikuchi’s Scale of Social 

Skills：18 items （KiSS-18）を使用した。表 2 に

KiSS-18 の質問項目リストを示す。18 項目の質

問に対して、「いつもそうでない（1 点）」、「たい

ていそうでない（2 点）」、「どちらともいえない（3

点）」、「たいていそうだ（4 点）」、「いつもそうだ（5

点）」のいずれかを選択回答させ、総合スコアを

算出した。得られたスコアは t-test または Mann-

Whitney U test により統計学的検定を行い、危険

率 5% 未満（p ＜ .05）を有意差有りとした。統計

ソフトは GNU PSPP1.5 を使用した。

4．倫理的配慮

　本研究調査は、弘前大学保健学研究科倫理委員

会の承諾を得て実施した。また調査結果の回収に

おいては無記名とし、個人特定情報については

収集しないことで個人情報保護に配慮した。

II．結 果

1．Big Five パーソナリティテスト結果

　Big Five パーソナリティテスト集計結果を図 1

に示す。統計学的検定の結果、Pre COVID-19 群

と COVID-19 群との比較において、集団全体で

は、外向性（p ＝ .842）、協調性（p ＝ .303）、誠実

性（p ＝ .404）、神経症性（p ＝ .063）を示し、有意

差は認められず、開放性にのみ有意差（p ＜ .05）

が認められた。性別による層化解析は、女性で

は外向性（p ＝ .656）、協調性（p ＝ .528）、誠実性
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（p ＝ .299）、神経症性（p ＝ .100）を示し、有意差

は認められず、開放性にのみ有意差（p ＜ .05）が

認められた。一方、男性では外向性（p ＝ .765）、

協調性（p ＝ .195）、誠実性（p ＝ .921）、神経症性

（p ＝ .372）、開放性（p ＝ .520）を示し、いずれも

有意差は認められなかった。Big Five パーソナリ

ティテスト細目集計結果を図 2 に示す。外向性

関連因子、協調性関連因子、誠実性関連因子、

神経症性関連因子、開放性関連因子のいずれも

有意差は認められなかった。

表 1-1

質　　問
Big Five
項目

細目 質　　問
Big Five
項目

細目

1 静かであまりしゃべらない方だ (外向性 ) (社交性 ) 16 外交的である 外向性 社交性

2 情熱的で柔軟な心を持っている
協調性 思いやり

17 冷たく周りへの配慮が足りない
ことがある

(協調性 ) (思いやり )

3 だらしなくなりがちだ
(誠実性 ) (整理整頓 )

18 身の周りの物事がきれいに整頓
されている

誠実性 整理整頓

4 心配性だ
神経症性 不安感

19 落ち着いていてストレスにも対
処できる

(神経症性 ) (不安感 )

5 芸術や音楽、文学を魅力的だと
思う

開放性 芸術センス
20 芸術にあまり関心がない

(開放性 ) (芸術センス )

6 独裁的でリーダー気質がある
外向性 積極性

21 他人に面倒を看てもらうほうが
好きだ

(外向性 ) (積極性 )

7 他人に対して無礼を働いてしま
うことがある

(協調性 ) (尊敬の念 )
22 他人に敬意を示し尊敬の意を込

めて接する
協調性 尊敬の念

8 やるべきことをなかなか手を付
けられない

(誠実性 ) (生産性 )
23 辛抱強く、タスクは終わるまで

頑張るほうだ
誠実性 生産性

9 落ち込むことやブルーな気持ち
になることが多い

神経症性 抑うつ感
24 自分自身に対して安心して快適

に過ごすことができる
(神経症性 ) (抑うつ感 )

10 抽象的なぼんやりとしたアイデ
アには興味がない

(開放性 ) (知的好奇心)
25 深く物事を考えがちである

開放性 知的好奇心

11 活力・エネルギーがみなぎって
いる

外向性 活力レベル
26 他人よりも活動的ではない

(外向性 ) (活力レベル)

12 他人の善意を信じる
協調性 信頼

27 他人の欠点を探してしまいがち
だ

(協調性 ) (信頼 )

13 頼りがいがあって信頼される 誠実性 責任感 28 注意力散漫になりがちだ (誠実性 ) (責任感 )

14 感情が落ち着いており、動揺す
ることは少ない

(神経症性 )
(感情の
不安定度 )

29 怒りっぽく、感情的になりがち
だ

神経症性
感情の
不安定度

15 オリジナリティがある、斬新な
アイデアが浮かぶ

開放性 創造性
30 創造力はあまりないほうだ

(開放性 ) (創造性 )

Big Five 診断 ･細目診断は各該当項目の合計により算出する。但し (　)内の因子はマイナス因子として算出する。

表 1　簡易型 Big Five Personality テスト THE BFI-2-S の質問項目と Big Five 項目が表す特性

表 1-2

 傾　　　　　向 特　　　　徴

外向性 興味関心が外界に向けられる傾向 積極性、社交性、明るさ

調和性 バランスを取り協調的な行動を取る傾向 思いやり、優しさ、献身的

誠実性 責任感があり勤勉で真面目な傾向 自己規律、良心、慎重

神経症的傾向 落ち込みやすいなど感情面・情緒面で不安定な傾向 ストレス、不安、衝動的

経験への開放性 知的、美的、文化的に新しい経験に開放的な傾向 好奇心、審美眼、アイデア
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表 2　菊池によるソーシャルスキル評価のための KiSS-18 の質問項目

質　　　　問 質　　　　問

1 他人と話していて、あまり会話が途切れない方ですか。 10 他人が話しているところに、気軽に参加できますか。 

2 他人にやってもらいたいことを、うまく指示すること
ができますか。

11 相手から非難されたときにも、それをうまく片付ける
ことが出来ますか。 

3 他人を助けることを、上手にやれますか。 12 仕事の上で、どこに問題があるかすぐにみつけること
ができますか。 

4 相手が怒っているときに、うまくなだめることができ
ますか。 

13 自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか。 

5 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか。 14 あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処
理できますか。 

6 まわりの人たちとの間でトラブルが起きても、それを
上手に処理できますか。 

15 初対面の人に、自己紹介が上手にできますか。 

7 怖さや恐ろしさを感じたときに、それを上手く処理で
きますか。 

16 何か失敗したときに、すぐに謝ることができますか。 

8 気まずいことがあった相手と上手に和解できますか。 17 まわりの人たちが自分とは違った考えをもっていて
も、うまくやっていけますか。 

9 仕事をするときに、何をどうやったら良いか決められ
ますか。 

18 仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほう
ですか。 

図 1　THE BFI-2-S での Big Five パーソナリティ結果

図図11
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2．ソーシャルスキルテスト結果

　KiSS-18 テスト集計結果を図 3 に示す。集団

全体では、1 回目調査において Pre COVID-19 群

は 54.0 ± 9.5（平均値±標準偏差）、COVID-19 群

は 60.4 ± 9.0 であり、初期スコアは COVID-19 群

が有意に高値（p ＜ .01）を示した。一方、2 回目

調査、3 回目調査では両群に有意差は認められ

なかった。各調査間でのスコア変化は 1 ～ 2 回

調査間において Pre COVID-19 群は 4.9 ± 5.1、

COVID-19 群は 1.1 ± 4.0 であり、Pre COVID-19

群が有意な上昇（p ＜ .01）を示した。同様に 1 ～ 3

回調査間において Pre COVID-19 群は 8.5 ± 6.6、

COVID-19 群は 3.6 ± 5.8 であり、Pre COVID-19

群が有意な上昇（p ＜ .01）を示した。性別による

層化解析は、女性では 1 回目調査において Pre 

COVID-19 群 は 53.7 ± 7.8、COVID-19 群 は 60.7

± 9.1 であり、初期スコアは COVID-19 群が有意

に高値（p ＜ .01）を示した。一方、2 回目調査、3

回目調査では両群に有意差は認められなかった。

各調査間でのスコア変化は 1 ～ 2 回調査間におい

て Pre COVID-19 群は 5.8 ± 5.2、COVID-19 群は

1.4 ± 3.2 であり、Pre COVID-19 群が有意な上昇

（p ＜ .01）を示した。同様に 1 ～ 3 回調査間にお

いて Pre COVID-19 群は 9.4 ± 6.6、COVID-19 群

は 3.6 ± 5.1 であり、Pre COVID-19 群が有意な上

昇（p ＜ .01）を示した。一方、男性では 1 回目調査、

2 回目調査、3 回目調査での有意差は認められな

かった。また各調査間でのスコア変化においても

有意差は認められなかった。

III．考 察

　Big Five パーソナリティテスト調査の結果、

Pre COVID-19 群と COVID-19 群の比較において

開放性が有意差を示したものの、開放性関連細目

因子においてはいずれの項目においても有意差は

示されておらず、入学初年次の両群における性格

特性に差異はないと推測される。

　KiSS-18 によるソーシャルスキル調査の結果で

図 2　THE BFI-2-S での Big Five パーソナリティ細目結果

図図22
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は、初回スコアは Pre COVID-19 群が低値であっ

たものの、スコア変化は Pre COVID-19 群が有意

に高値を示したことで、3 回目調査時に両群のス

コアは同レベルに達した。このことはオンライン

授業環境下でのソーシャルスキルの向上は、非常

に弱いことを示唆している。またスコア変化は、

女性にのみ有意な差が認められたことから、男女

によるコミュニケーション方法の違いが影響して

いる可能性が考えられる。しかしながら本調査の

対象者数は 80 名と少ないこと、また住環境（自宅

生か否か）等、大学外でのコミュニケーションに

関するバイアスを考慮していないこと等、調査結

果検証上の限界があり、2021 年度入学者等、調

査対象の拡大や追跡調査が求められる。我が国に

おいては、Society5.0 に対応した人材育成を行う

べく、大学等、教育機関での ICT 活用が求めら

れており、オンライン授業やハイブリッド授業は

今後も広がることが見込まれている。既に臨床

検査技師現職者教育においても、オンライン講習

や e-Learning が多用されていることからも、オ

ンライン授業の負の側面を補う教育手法の確立が

必要となる。その一つとして仮想現実や現実拡張

等の技術が有力視されており 9）、既に医療教育に

おいて検証が開始されている 10）。しかしながら

本技術はテクニカル技術の代替段階に留まってお

り、検証モデルによっても教育効果に対する評価

が異なる等、課題も報告されている。以上のこと

から、臨床検査技師教育においてもオンライン授

業の利活用を図る上での基礎資料の蓄積と対面授

業との比較による比較検証が必要と考えられ、

今後継続的な調査を行い、次世代の臨床検査技

師教育に向けたデータ活用を図る予定である。

図 3　KiSS-18 調査結果
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IV．結 語

　臨床検査入学初年次学生を対象としたパーソ

ナリティ調査において COVID-19 アウトブレイク

前後での変化は認められなかった一方、ソーシャ

ルスキル調査において COVID-19 でのソーシャル

ディスタンスやオンライン授業はソーシャルスキ

ル向上機会を失わせている可能性が示唆された。

今後継続的調査を行い、ソーシャルディスタンス

やオンライン授業に伴う臨床検査学生教育への影

響を検証するとともに、臨床検査技師教育におけ

る ICT 活用型教育等にデータ活用していくこと

が望まれる。
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